
学校番号 214 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 時事英語 ２ 第３学年 『Watching NEWS』 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・時事英語の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そのた

め、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業で

は積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「時事英語」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

学習したこ

とに基づい

て自分の意

見や要求を

伝えられる 

 

 

 

ペア・グ
ループワ
ーク発表 

基本的な英文

を使って自分

の考えを伝え

られる。 

 
 

 

ライティ
ングテス
ト 

 

定期考査 

物語、会話

文、論説文な

どを聞いて

概要を捉え

ることがで

きる。 

 
 
 

 

リスニン
グテスト 

 

定期考査 

 

まとまり

のある英

文を読ん

で大意を

掴める。 

 

リーディ

ングテス

ト 

 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

5 月中旬 

～ 

7 月 

(10 時間) 

4 

Elephants in 

Sri Lanka 

 

5 

Japanese Food 

or Western 

Food? 

 

6 

Honjo Won the 

Nobel Prize 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トピックについて
自分が知っている
情報や、考えてい
ることを、間違う
ことを恐れず、積
極的に話す。 

・各セクションを読む
前に、トピックにつ
いて知っている情報
や、考えていること
を、ワークシートに
基づいて、ペアで伝
え合う。 

・トピックについて
知っている情報
や、考えているこ
とを、間違うこと
を恐れず、積極的
に話している。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文を読んで、興
味・関心を持った
ことについて、ペ
アで話す。 

 ・興味をひかれたこ
とについて、適切
に書くことができ
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取組状況の判
断材料として活
用する。 

「外国語理解の能力」 

・つながりを示す語
やフレーズに注意
して文章を読ん
で、その特性に関
する情報の概要や
要点を捉える。 

・セクションごとに、
関連した画像など
を見ながら、読んだ
内容についてのイ
メージとともに、そ
の内容を理解する。 

・つながりを示す語
やフレーズに注
意して文章を読
んで、その特性に
関する情報の概
要や要点を捉え
る。 

・定期テストの筆記
テストにおいて、
内容理解を問う
出題により、内容
理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動物というトピッ
クからスリランカ
について学ぶ。 

・日本について造詣
を深める。 

・本文を読み、ワーク
シートを利用して
内容を確認する。 

・ワークシートに適
切に記入できてい
るか。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取組状況の判
断材料として活
用する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

4 月 

～ 

5 月中旬 

(10 時間) 

1 

Nomura 

Mansai, 

Challenger of 

Kyogen 

 

2 

Sixty-Year 

History of 

Weekly Boy’s 

Manga 

Magazines 

 

3 

Wheelchair 

Rugby 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を続
ける。 

・ 本文を読んだ後、
感じたことや考え
たことをペアで話
し合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
続けている。 

・ペアでの言語活動
を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・身近なトピックに
ついて幅広く意見
や情報の交換をす
ることができる。 

・ 本文を読んだ後、
感じたことや考え
たことをペアで話
し合う。 

・ペア・ワークにお
いて、互いに協力
しながら会話を
続けている。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
の取り組み状況
を確認する。 

 

「外国語理解の能力」 

・つながりを示す語
やフレーズに注意
して文章を読み、
その特性に関する
情報の概要や要点
を捉える。 

 

・本文を読む。 

・ワークシートを利用
して、概要を把握す
る。 

・つながりを示す語
やフレーズに注
意して文章を読
んで、その特性に
関する情報の概
要や要点を捉え
る。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
の取り組み状況
を確認する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・日本の独特な文化
について知識を深
める。 

 

・本文を読み、ワーク
シートを利用して
内容を確認する。 

・ワークシートに適
切に記入できてい
るか。 

・ワークシートを提
出させ、その内容
を取組状況の判
断材料として活
用する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

8 月下旬 

～ 

10 月中旬 

(10 時間) 

7 

The New 

Era Name, 

“Reiwa” 

 

8 

The Giant 

Causeway 

 

9 

Amazing 

Dogs 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しな
がら会話を続ける。 

・ 本文を読んだ後、感
じたことや考えたこ
とをペアで話し合
う。 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しな
がら会話を続けてい
る。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文を読んで、元号と

いう文化や世界の独

特な地形などについ

て、要点をまとめる。 

・ワークシートを用いて、

本文の要点をまとめる。 

・本文の要点を適切にまと

めることができている

か。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判

断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文を読み、全体の筋

を理解することが出

来ている。 

・本文を読む。 

・ワークシートを利用し

て、概要を把握する。 

・つながりを示す語やフレ

ーズに注意して文章を

読んで、その特性に関す

る情報の概要や要点を

捉えられているか。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

の取り組み状況

を確認する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文で扱われている
単語を学習する。 

・発音に気をつけなが
ら本文を読むことが
出来る。 

・単語を発音に気をつ
けて読むことが出来
るか。 

・定期テストの筆記

テストや授業時

の音読において

確認する。 

10 月中旬 

～ 

12 月 

(12 時間) 

10 

Japanese 

Teacher 

 

11 

Is the 

Future 

Cashless? 

 

12 

Studying 

Snow and 

Ice 

 

13 

Tag-of-War 

Tradition 

in Okinawa 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ロールプレイを通し
て相手に意図・考え
を伝える。 

・わからない語があっ
ても類推し、話し手
の伝えたいことを捉
えてワークシートに
記入する。 

・ペアやグループなど
でのロールプレイ
に積極的に取り組
めている。 

 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状
況の判断材料
とする。 

「外国語表現の能力」 

・興味をひかれたこと
について、適切に書
く。 

・ワークシートを利用
して、セクションご
とに概要を把握する 

・興味をひかれたこと
について、適切に書
くことができる。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状
況の判断材料
とする。 

「外国語理解の能力」 

・書かれている事実
と、筆者の考えを区
別して聞く。 

・セクションごとに、
本文の音声を聞き、
事実と筆者の考えを
区別して、ワークシ
ートにメモする。 

・書かれている事実と、
筆者の考えを区別し
て聞くことができ
る。 

・定期考査のリス
ニングテスト
において、事実
と考えを区別
して聞き取れ
ているかを判
断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・沖縄独自の文化を学
び、さらに世界の風
俗、文化への興味を
育む。 

・本文の内容を聞き取
る際に必要な文化的
背景をワークシート
にメモを取りながら
理解する。 

・その土地特有の、風
俗習慣など、本文の
内容を聞き取る際に
必要な文化的背景に
ついて理解してい
る。 

 

・定期考査のリスニ

ングテストにお

いて、文化的背景

をもとに、正しく

聞き取れている

かを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

1 月 

(6 時間) 

14 

Reducing 

Plastic 

Waste 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず、
積極的に指摘されて
いる問題についての
情報や考えについて
話す。 

・セクションごとの内
容に対する感想や
意見について話す
ためのキーワード
をワークシートに
メモし、それを参考
にしながらグルー
プで伝え合う。 

・間違うことを恐れ
ず、積極的に指摘さ
れている問題につ
いての情報や考え
について話してい
る。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
環境問題についての
情報や考えなどを、
聞き手に伝わるよう
に話す。 

・さまざまな問題につ
いて、データや数値
などの情報を再話
し、自身の考えなど
を、グループで互い
に発表しあう。 

・この単元で学んだ語
句や表現を用いて、
さまざまな問題に
ついての情報や考
えなどを、聞き手に
伝わるように話す
ことができる。 

・グループでの言
語活動を観察
する。 

・ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語理解の能力」 

・つながりを示す語や
フレーズに注意して
文章を読み、論理が
どのように展開して
いるかを把握する。 

・つながりを示す語や
フレーズをたより
に、論理の展開を読
み取る。 

・つながりを示す語や
フレーズに注意し
て文章を読み、論理
がどのように展開
しているかを把握
することができる。 

・定期考査の筆記
テストにおい
て、内容理解を
問う出題によ
り、内容理解が
できているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・つながりを示す語や
フレーズを理解す
る。 

 

・本文中で用いられて
いる意味や用法を確
認する。 

・つながりを示す語や
フレーズを理解し
ている。 

 

・言語の使用場面
と働きを意識
した定期テス
トの筆記テス
トにおいて、知
識が身に付い
ているかを判
断する。 

 

 

 

 


